








2013 年 10 月 3 日 
 
広島市長 
平和首長会議会長 
松井 一實様 
 
 2013 年 9 月 10 日付の書簡をいただきありがとうございました。貴台の使命が

崇高なものであり、核兵器のない世界の実現に向けた取組が実に称賛に値するも

のであることは明らかです。ブルガリアの 9 都市が平和首長会議のメンバーであ

ることを個人的にも誇りに思います。 
 
 核軍縮分野における我が国の政策は、国際安全保障の強化を目標としており、

国際協定に則ったものです。ブルガリアは、すべての主要な軍縮条約および核不

拡散体制の締約国です。核兵器不拡散条約の方針に従って、すべての人にとって

より安全な世界を目指し、核兵器のない世界のために必要な環境作りを行う世界

的な取組に貢献しています。 
 
 核兵器不拡散条約（NPT）や包括的核実験禁止条約（CTBT）など核軍縮領域

における重要な国際条約の強化、発効、普遍化は、このプロセスにおける成功の

礎となるものであり、ブルガリアはこれを積極的に支持します。 
 
 これまでの世界レベルにおける核兵器削減の達成を歓迎するとともに、一層の

進展が必要であるとの見解に賛同します。この点に関して、透明性の向上など、

最大級の備蓄核兵器保有国はしかるべき責任を有することにも留意しています。 
 
 ブルガリアは、国連総会など多くの国際的枠組みおよび核兵器不拡散条約で特

定された、核兵器を含めた大量破壊兵器とその運送手段の禁止地域の設置を全面

的に支持しています。関係各国が直接関与し、建設的に対応することは、このよ

うな協定の実施を成功させる必要条件です。 
 
 私たち全員が共有する目標は、世界の平和と安全を確保することだと信じてい

ます。この目標を実現に導くと考えられる方法と手段を注意深く検討し、最も有

効なものを選択しなくてはなりません。 
 
 もう一度、この崇高な使命のご成功を心よりお祈り申し上げます。核兵器のな

い世界という目標の実現に向けて、ブルガリアは引き続き貢献していくことをお

約束します。 
 

                       ブルガリア共和国首相 
                       プラメン・オレシャルスキ 
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